
 おわりに 
 
 

今回の事例調査では、１１施設の担当の方々にお話をお伺いしてきましした。

どの方からも予定していた時間をかなり超過してしまうほど、大変ご熱心にお話し

て頂きました。そのお話をお聞きしたなかで、各担当の方に共通していたことを紹

介したいと思います。 

それは、どの担当者も施設から自ら出て、市民や地域の方々とお互いに意見

や要望を話したり、聞き入れるなど積極的に交流を図っていることです。こうした市

民や地域の方々との交流から新しい企画や手法が生まれ、より地域に密着した芸

術普及活動が実現しているのだと思います。本文中にも触れていますが、学校、

アーティスト、市民組織との連携も担当者が市民や地域の方々と積極的に交流し

た結果から得られたものと思われます。 

施設内だけで企画を検討していると施設側の思惑と市民の要望との差が生じ、

施設側の一方的な事業になってしまいがちです。芸術普及活動は、まず担当者

が積極的におもてに出ていくところから始まるような気がしました。 

これから、芸術普及活動をはじめようと考えている施設の担当者の方々には、

施設からおもてに出て、市民や地域の方々と交流し、お互いの意思の疎通を図る

ところから試みてほしいと思っています。 
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